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都
農
業
会
議
は
、
11
月
21
日

（
金
）
に
府
中
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
農
業
委
員

会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

き
、
約
２
４
０
名
の
農
業
委
員

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
農
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り

と
東
京
の
農
地
保
全
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
会

制
度
改
革
を
巡
る
動
向
や
都
市

農
業
・
農
地
の
状
況
に
つ
い
て

の
講
演
・
情
勢
報
告
、
農
業
委

員
会
か
ら
の
意
見
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
関
連
記
事

３
面
）

農業委員など約２４０人が参加した

か
し
、
今
年
の
通
常

国
会
で
は
必
ず
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

本
年
は
こ
の
よ

う
な
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
農
業

委
員
各
位
の
一
層

の
ご
活
躍
を
お
願

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

日
本
農
業
は
大
き
な
変
革
期
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
農
業

の
牽
引
力
と
し
て
活
動
し
て
き
た

農
業
委
員
会
と
農
業
協
同
組
合
が

改
変
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
農
業
委
員
会
は
選
挙
制
度

･

定
数･

建
議
と
い
う
、
組
織
の

要
の
部
分
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
に
は
都
市･

農
山
村･

島

嶼
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
厳
し
い

環
境
の
中
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
農
業
振
興
と
農
地
利
用
促
進
に

向
け
て
、
農
業
委
員
会
は
活
動
を

展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
全
国
で

最
も
熱
心
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
が
東
京
都
の
農
業
委
員
会
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
実
績
を
旗
印
に
、

こ
の
度
の
組
織
改
変
が
悪
い
方
向

に
向
か
な
い
よ
う
、
全
国
と
も
連

携
し
な
が
ら
運
動
し
て
参
り
ま

す
。

　

一
方
、
都
市
農
業
で
は
念
願
の

基
本
法
が
臨
時
国
会
提
出
直
前

に
、
突
然
の
解
散
に
よ
っ
て
棚
上

げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

青山会長

　

都
農
業
会
議
は
11
月
25
日
か
ら

26
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
大
阪

府
内
で
農
業
委
員
会
長
研
究
集
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
箕
面
市
を
訪
れ
、
同

市
の
農
業
委
員
会
か
ら
遊
休
農
地

の
解
消
対
策
や
農
業
公
社
の
活
動

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
一
般
社
団
法
人
と

し
て
独
立
し
た
箕
面
市
農
業
公
社

は
、
調
整
区
域
内
の
遊
休
の
お
そ

れ
が
あ
る
農
地
を
借
り
入
れ
て
学

校
給
食
向
け
の
野
菜
を
生
産
す
る

農
地
借
り
受
け
保
全
事
業
と
、
地

元
の
農
家
が
生
産
し
た
野
菜
を
買

い
取
っ
て
学
校
給
食
に
供
給
す
る

地
場
産
学
校
給
食
推
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
地
視
察
で
は
、
府
の
農
空
間

保
全
事
業
を
活
用
し
て
農
道
の
拡

幅
な
ど
営
農
環
境
の
改
善
が
は
か

ら
れ
た
地
区
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
大
阪
府
農
業
会
議
の

鈴
木
事
務
局
長
を
講
師
に
迎
え
、

大
阪
府
内
の
農
業
の
概
要
や
府
内

の
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

い
し
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

青
山　

佾

箕面市での現地視察の様子

　

都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会

地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第

56
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業

者
大
会
」
を
平
成
27
年
２
月
26

日
（
木
）
午
後
１
時
よ
り
「
昭

島
市
民
会
館
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
「
東
京
農
業
の

確
立
に
関
す
る
要
望
」
、
「
都
市

農
業
振
興
と
都
市
農
地
保
全
に

関
す
る
要
望
」
、
「
農
業
委
員
会

活
動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る

決
議
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、
企

業
的
農
業
経
営
顕
彰
、
農
業
後
継

者
顕
彰
、
農
業
委
員
会
等
功
労
者

表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
56
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

箕
面
市
の
遊
休
農
地
解
消
対
策
や

大
阪
府
の
農
業
・
農
業
委
員
会
活
動
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
長
研
究
集
会

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

東
京
都
農
業
会
議
情
報
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都
内
の
農
委
会
で
は
、
８
月
～
10

月
を
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月

間
に
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
農
委
会
で

１
ヶ
月
を
目
安
に
、
農
地
利
用
状
況

調
査
を
は
じ
め
重
点
的
に
取
り
組

む
運
動
を
全
都
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

特
に
、
４
月
１
日
か
ら
農
地
法

の
改
正
に
よ
り
、
農
地
利
用
状
況

調
査
に
関
す
る
事
項
が
変
更
さ
れ
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
要
綱
を

定
め
、
対
応
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

町
田
市
農
委
会
（
吉
川
庄
衞
会

長
）
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に

て
、
農
地
利
用
状
況
調
査
に
よ
り

不
耕
作
が
見
ら
れ
る
農
地
所
有
者

に
対
し
、
農
地
意
向
調
査
を
実
施

し
、
さ
ら
に
、
農
業
委
員
が
説
得

に
あ
た
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
農

地
バ
ン
ク
に
約
７
千
㎡
が
登
録
さ

れ
、
今
後
、
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
を
通
じ
、
担
い
手
バ
ン
ク

登
録
者
へ
あ
っ
せ
ん
が
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

国
分
寺
市
農
委
会
（
榎
戸
岩
男

会
長
）
で
は
、
農
地
利
用
状
況
調
査

の
結
果
を
地
区
座
談
会
で
報
告
を

し
、
農
委
会
の
活
動
や
役
割
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
保
全

管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

特例子会社における農業の可能性について
話すキユーピーあいの村松さん

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
～
12
月

に
か
け
て
、
７
地
区
で
農
委
会
職

員
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
農
委
会
職
員
と
、

農
委
会
制
度
改
革
の
状
況
と
来
年

度
の
農
委
活
動
、
農
地
台
帳
の
電

子
化
と
地
図
化
、
大
会
要
望
と
建

議
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
内
地
区
で
は
、
あ
わ

せ
て
都
主
税
局
職
員
と
課
税
デ
ー

タ
の
取
り
込
み
手
法
や
農
地
の
適

正
管
理
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持

ち
ま
し
た
。

　

島
し
ょ
地
区
で
は
、
青
梅
市
農

委
会
（
福
島
正
文
会
長
）
の
活
動

に
つ
い
て
研
究
を
し
、
新
規
就
農

者
や
新
規
参
入
法
人
の
状
況
に
つ

い
て
現
地
で
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
農
業
委
員
会
活
動
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
要
望
・
建
議
な
ど
協
議

都
内
７
地
区
で
農
業
委
員
会
職
員
検
討
会
開
く

島しょの地区別検討会で（株）彩の榊の
佐藤社長から話しを聞く

第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
26
年
12
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

６
０
３
７
㎡
、
第
５
条
３
件

１
７
４
３
・
３
㎡
を
許
可
相
当

と
し
て
答
申
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

協
議

　

平
成
27
年
２
月
26
日
（
木
）

開
催
の
第
56
回
東
京
都
農
業

委
員
・
農
業
者
大
会
開
催
要

領
お
よ
び
第
41
回
農
業
委
員

会
等
功
労
者
表
彰
受
賞
者
を

決
定
し
た
。

　

納
税
猶
予
制
度
適
用
農
地

の
現
状
と
「
農
地
管
理
・
流

動
化
推
進
月
間
」
の
状
況
を

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

農
業
者
年
金
の
加
入
事
例
や

　
　
　
　
　
　
　

社
会
保
障
制
度
な
ど
研
究

農
業
者
年
金
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
研
究
会　
　
　

お
よ
び
制
度
推
進
研
究
会

社会保障制度について分かりやすく
説明する藤本紀美香氏

　

都
農
業
会
議
は
、12
月
18
日
に
、

町
田
市
で
新
規
就
農
な
ど
を
テ
ー

マ
に
農
地
利
用
促
進
方
策
現
地
研

究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
農
業
参
入
法
人
の
実
際
と

し
て
、
町
田
市
の
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
に
よ
り
農
業
参
入
し

た
（
株
）
キ
ユ
ー
ピ
ー
あ
い
（
特

例
子
会
社
）
か
ら
説
明
を
受
け
「
町

田
市
の
協
力
な
し
に
農
業
参
入
は

あ
り
得
な
か
っ
た
。
農
業
は
障
害

者
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
業
種
」

な
ど
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
状
況
と

し
て
、
北
井
隆
さ
ん
と
竹
村
庄
平

さ
ん
か
ら
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

農
業
参
入
法
人
や
新
規
就
農
者
の
状
況
な
ど
研
究

農
地
利
用
促
進
方
策
現
地
研
究
会

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　
　
　
　

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

報
告
し
、
農
地
の
適
正
な
管

理
を
引
き
続
き
農
業
委
員
会

と
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
と
し
て
、

①
都
市
農
業
基
本
法
、
②
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

検
討
へ
の
意
見
・
要
望
、
③
「
花

き
振
興
法
」
基
本
方
針
案
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
27
日
に

農
業
者
年
金
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム

研
究
会
お
よ
び
制
度
推
進
研
究
会

を
開
き
、
農
委
会
・
Ｊ
Ａ
の
職
員
、

加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど

約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

推
進
研
究
会
で
は
、
日
野
市
農

業
委
員
の
岩
沢
宏
氏
を
交
え
た
対

話
形
式
で
、
加
入
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
藤
本
紀
美
香
氏
が
、
社
会
保
障
制

度
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
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農

業

委

員

会

活

動

推

進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
な
内
容
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

講
演

　

全
国
農
業
会
議
所
の
柚
木
事

務
局
長
か
ら
「
農
業
委
員
会
制

度
等
の
見
直
し
を
巡
る
動
向
」

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

状
況
報
告

　

「
都
市
農
業
・
農
地
を
め
ぐ
る

状
況
と
今
後
の
活
動
」
に
つ
い

て
、
都
農
業
会
議
の
原
事
務
局

長
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。

意
見
発
表

　

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
を
支

え
る
都
市
農
地
制
度
堅
持
と
そ

の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
分

寺
市
農
委
会
の
榎
戸
岩
男
会
長

よ
り
、
最
近
の
農
地
管
理
状
況

を
ふ
ま
え
た
意
見
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
委
員
の
公

選
制
の
廃
止
問
題
や
都
市
農
業

振
興
基
本
法
案
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
に
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
（
二
田
孝

治
会
長
）
は
、
12
月
４
日
、
全

国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集

会
を
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て

開
き
、
東
京
か
ら
は
25
区
市
町

の
農
業
委
員
会
長
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
改

革
を
は
じ
め
、
基
本
農
政
確
立

の
た
め
の
政
策
提
案
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
対
応
な
ど
５
つ
の
要
請
・

申
し
合
わ
せ
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
会
場
か
ら
公
選

制
の
維
持
を
要
請
す
べ
き
と
す

る
強
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
会
議
所
は
代
表
制
の
確
保

を
求
め
て
い
く
と
し
て
理
解
を

求
め
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
概
要

マンゴー栽培について説明する生産者
（右から３人目）

意見発表をする国分寺市農委会の榎戸会長

　

特
に
、
有
機
栽
培
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
５
戸
で
構
成
す
る
農
家

グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
年
間
約

３
千
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
て
い

る
集
団
も
出
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

４
件
目
に
、
台
南
県
の
バ
ナ
ナ

園
に
て
、
台
湾
バ
ナ
ナ
の
試
食
を

行
い
ま
し
た
。

　

台
湾
バ
ナ
ナ
は
、
主
に
台
湾
内

の
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
へ
の
輸
出
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
産
な
ど
と
の
競
争
が
激
し
く
、

近
年
は
少
量
の
輸
出
に
留
ま
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
他
、
日
本
統
治
時
代
の
技

師
で
あ
る
八
田
與
一
氏
が
中
心
と

な
っ
て
建
設
し
た
鳥
山
頭
ダ
ム
や
、

台
北
市
の
茶
産
地
と
し
て
有
名
な

猫
空
の
茶
芸
館
な
ど
を
訪
れ
、
５

日
間
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ（
清

水
武
男
会
長
）
は
、
11
月
30
日
～

12
月
４
日
に
、
台
湾
に
お
い
て
海

外
農
業
視
察
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
、
主
に
台
湾
南

部
の
高
雄
県
と
台
南
県
で
、
果
樹

と
野
菜
の
生
産
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
見
学
し
た
マ
ン
ゴ
ー
の

果
樹
園
で
は
、
約
13
ア
ー
ル
の
農

地
で
、
３
種
類
の
マ
ン
ゴ
ー
を
生

産
し
て
お
り
、
収
穫
量
は
年
間
約

２
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
に
近
い
た
め
、
毎
年
５

月
～
７
月
末
頃
ま
で
の
収
穫
期
に

は
、
全
量
を
直
売
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

直
売
で
は
、
黒
香
マ
ン
ゴ
ー
と

い
う
品
種
の
人
気
が
高
く
、
他
の

品
種
が
６
０
０
グ
ラ
ム
当
た
り
約

１
８
０
円
～
２
０
０
円
な
の
に
対

し
、
黒
香
マ
ン
ゴ
ー
は
約
２
４
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ゴ
ー
園
の
経
営
者
は
、
農

繁
期
以
外
は
、
他
の
農
業
者
の
稲

作
を
手
伝
い
、
生
計
を
補
っ
て
い

ま
し
た
。

　

台
湾
南
部
は
温
暖
な
気
候
の
た

め
、
コ
メ
の
三
期
作
が
可
能
で
、

稲
作
の
仕
事
は
、
安
定
的
に
あ
る

そ
う
で
す
。

　

次
に
見
学
し
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

園
で
は
、
お
よ
そ
10
ア
ー
ル
の
農

地
で
、
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
果
樹
園
も
市
街
地
に
近
く
、

近
隣
の
住
民
へ
の
直
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

３
件
目
に
は
、
台
湾
南
部
の
中

核
的
な
野
菜
産
地
で
あ
る
高
雄
県

梓
官
郷
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
政
府
か
ら
蔬
菜

生
産
専
業
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

農
会
と
い
う
組
織
が
各
農
家
の
作

付
計
画
な
ど
を
調
整
す
る
役
割
を

担
い
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
計

画
的
に
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
お
よ
そ
20
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
や
ネ
ギ
な
ど
を
生
産
し
、
市

場
、
企
業
の
食
堂
、
学
校
給
食
な

ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

高雄県梓官郷のホウレンソウ生産を見学する

農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
改
革
へ
の
対
応
な
ど
決
議

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
　
　
　
　
　

台
湾
の
農
業
事
情
を
視
察

恒
例
の
海
外
農
業
視
察
を
実
施



平成２７年１月９日 第３４４号　　（4）東 京 都 農 業 会 議 情 報

　

都
農
業
会
議
と
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水
武
男
会
長
）
、

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

（
笹
浪
真
智
子
会
長
）
は
12
月
10

日
に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
共
催
に

よ
り
開
き
ま
し
た
。

　

農
業
者
と
消
費
者
が
交
流
し
な

が
ら
共
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
都
内
の

農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ
て
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
で
農

学
博
士
の
小
泉
武
夫
氏
を
講
師
に

迎
え
、
「
都
市
農
業
で
健
康
長
寿

の
食
生
活
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
氏
は
健
康
的
な
食
生
活
の

秘
訣
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
他

の
地
域
の
事
例
も
紹
介
し
な
が
ら

消
費
者
と
農
業
者
が
接
近
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
会
場
内
の
11
の
円
卓
に

お
い
て
、
農
業
者
と
消
費
者
が
自

由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
消
費
者
は
「
農
家
の

方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な

機
会
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
と
国
分
寺
市
は
11

月
18
日
に
、
同
市
内
に
お
い
て
先

進
農
業
経
営
見
学
会
を
共
催
に
て

開
き
、
３
軒
の
農
家
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

中
村
克
之
さ
ん
の
経
営
で
は
イ

チ
ゴ
の
高
設
栽
培
を
見
学
し
た
ほ

か
、
地
域
通
貨
の
活
用
に
つ
い
て

も
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

田
中
豊
さ
ん
の
植
木
経
営
で

は
、
独
自
に
育
成
し
、
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
い
る
モ
ミ
ジ
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

多
品
目
の
野
菜
を
生
産
す
る

小
坂
良
夫
さ
ん
の
経
営
で
は
、

圃
場
と
共
同
直
売
所
を
見
学
し
、

谷
中
し
ょ
う
が
を
使
っ
た
加
工

品
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ロ
ッ
プ
」

を
試
飲
し
ま
し
た
。

健康的な食生活について解説する小泉氏

農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

東　

京　

都　

農　

業　

会　

議

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

イチゴの高設栽培について説明する中村さん
（左から２人目）

花き生産での新規就農の実際につ
いて話す中村光輝さん

　

11
月
28
日
、
江
戸
川
区
に
お
い

て
、
都
内
の
消
費
者
に
農
業
の
実

態
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
農
業
応

援
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
都
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ
（
清
水
武
男
会
長
）
と
東

京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

（
笹
浪
真
智
子
委
員
長
）
の
共
催

に
よ
る
も
の
で
、
江
戸
川
区
農
業

経
営
者
ク
ラ
ブ
（
真
利
子
伊
知
郎

会
長
）
の
協
力
を
得
て
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

約
40
人
の
消
費
者
が
参
加
し
、

区
内
の
コ
マ
ツ
ナ
や
花
き
の
生
産

現
場
を
見
学
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
の
会

議
室
で
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
農

家
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
16
日
に

瑞
穂
町
で
新
規
就
農
農
地
見
学
会

を
開
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
参
加
を
申
し
込
ん
だ
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
農
委
会
（
上
野
勝
会
長
）

は
、
都
内
で
も
い
ち
早
く
新
規
就

農
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
度
に

は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

国
分
寺
市
の
先
進
農
業
経
営
を
見
学先

進
農
業
経
営
見
学
会

江
戸
川
区
の
農
業
を
消
費
者
が
見
学農

業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

石井誠一さんのコマツナ栽培を見学

ま
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
６
人
の
新
規
就

農
者
の
農
地
を
ま
わ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
、
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

花
き
生
産
で
、
多
摩
地
域
で
は
、

は
じ
め
て
新
規
就
農
し
た
中
村
光

輝
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
に
は
、
多
く
の

鉢
花
が
並
び
、
栽
培
す
る
花
の
選

定
方
法
や
経
営
な
ど
に
つ
い
て
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
３ 

㈫ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
５ 

㈭ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
９ 

㈪ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
17 

㈫ 

常
任
会
議
員
会
議

２
・
26 

㈭ 

56
回
農
業
委
員
・　

　
　
　
　

 

農
業
者
大
会（
昭
島
市
）

３
・
６ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
17 

㈫ 

農
業
会
議
通
常
総
会

３
・
17 

㈫ 

常
任
会
議
員
会
議

新
規
就
農
希
望
者
な
ど
が

　
　
　
　

瑞
穂
町
の
新
規
就
農
の
状
況
な
ど
を
見
学

新
規
就
農
農
地
見
学
会
開
く


